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西
建
協
だ
よ
り
」
で
は
、
管
内
の
様
々
な
行
政

機
関
の
方
々
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
寄
稿
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
四
月
よ

り
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
、
副
所
長
に
ご
着
任
い

た
し
ま
し
た
鎌
田
様
よ
り
ご
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の

で
掲
載
を
致
し
ま
す
。 

着
任
の
ご
挨
拶 

東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所 

副
所
長 

鎌
田 

正
男 

HP アドレス 

令
和
８
年
４
月
１
日
付
け
で
東
京
都
西
多
摩
建

設
事
務
所
副
所
長
兼
庶
務
課
長
に
着
任
し
た
鎌
田

で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
一
社
）
西
多
摩
建
設
業
協
会
並

び
に
会
員
企
業
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
事
務
所

の
事
業
推
進
に
ご
協
力
を
賜
り
、
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

当
事
務
所
は
、
青
梅
市
、
福
生
市
、
羽
村
市
、
あ

き
る
野
市
、
瑞
穂
町
、
日
の
出
町
、
奥
多
摩
町
、
檜

原
村
の
区
域
を
管
轄
し
て
お
り
、
道
路
及
び
河
川
の

整
備
と
管
理
に
加
え
、
土
砂
災
害
対
策
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
７
割
が
山
岳
地
で
占
め
ら
れ
、
雪

害
や
土
砂
災
害
な
ど
、
自
然
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
に

あ
る
こ
と
が
特
色
で
す
。 

 

道
路
整
備
で
は
、
青
梅
街
道
（
千
ヶ
瀬
バ
イ
パ

ス
）
、
多
摩
川
南
岸
道
路
（
丹
三
郎
地
区
）、
秋
川
南

岸
道
路
（
下
元
郷
地
区
な
ど
）
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
福
生
市
の
志
茂
及
び
瑞
穂
町
の
箱
根
ヶ
崎

に
お
い
て
、
道
路
と
鉄
道
の
立
体
交
差
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。 

 

河
川
整
備
で
は
、
平
井
川
（
東
平
井
下
流
）
や
霞

川
（
日
野
詰
橋
下
流
）
で
時
間
５
０
ミ
リ
対
応
の
護

岸
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

土
砂
災
害
対
策
事
業
で
は
、
深
沢
川
（
あ
き
る
野

市
三
内
）
の
砂
防
工
事
や
日
の
出
町
大
久
野
新
井
の

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ま
た
整
備
し
た
施
設
が
、
常
に
機
能
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
定
期
的
に
巡
回
点
検
を
行
っ
て
補
修
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な 

特
殊
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
予
防
保
全
型
管

理
の
手
法
を
用
い
て
長
寿
命
化
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
８
年
度
は
大
麦
代
ト
ン
ネ
ル
（
国
道
４

１
１
号
）
や
神
代
橋
（
多
摩
川
）
な
ど
で
実
施

し
ま
す
。 

当
事
務
所
の
事
業
は
、
事
務
所
単
独
で
達
成

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
貴
協
会
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
協
力
企
業
の
ご
尽
力
な
く
し
て
成

し
得
ま
せ
ん
。 

地
域
柄
、
大
雨
等
に
よ
る
災
害
発
生
時
の
対

応
や
降
雪
時
の
除
雪
作
業
等
、
即
時
緊
急
的
な

対
応
を
求
め
ら
れ
る
事
態
が
多
く
、
地
域
を
熟

知
し
、
即
応
性
の
高
い
地
元
建
設
企
業
と
の
繋

が
り
は
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 当

事
務
所
と
し
て
は
、
山
間
部
地
域
等
の
災

害
対
応
を
担
う
地
元
建
設
企
業
の
発
展
と
成
長

に
寄
与
す
る
た
め
指
名
競
争
入
札
の
一
部
に
お

い
て
、
地
元
建
設
企
業
を
優
先
的
に
指
名
し
入

札
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。 

今
後
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
域
社
会
の
生
活
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

こ
の
度
は
、
東
京
都
建
設
局
優
良
工
事
の
栄
誉
あ
る
表

彰
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
表
彰
を
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
発
注
者
の
皆
様
か
ら

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し

て
現
場
で
共
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
協
力
会
社
の
皆
様

の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 本

工
事
は
、
青
梅
工
区
管
内
（
青
梅
線
以
南
）
に
お
け

る
道
路
維
持
工
事
と
し
て
、
道
路
や
橋
梁
の
機
能
を
保
つ

た
め
の
維
持
補
修
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。
生
活
道
路

や
交
通
量
の
多
い
路
線
を
対
象
と
す
る
こ
と
も
多
く
、
車

両
や
歩
行
者
の
通
行
を
確
保
し
な
が
ら
の
施
工
に
は
、
細

心
の
注
意
を
要
し
ま
し
た
。 

特
に
苦
心
い
た
し
ま
し
た
の
が
、
交
通
規
制
と
地
域
住

民
の
皆
様
へ
の
配
慮
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
や
通

勤
・
通
学
の
動
線
を
極
力
妨
げ
な
い
よ
う
、
規
制
の
時
間

帯
や
範
囲
を
工
夫
し
、
安
全
な
誘
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
工
事
に
伴
う
騒
音
や
振
動
、
通
行
の
ご
不
便
に
つ

き
ま
し
て
も
、
事
前
の
周
知
を
丁
寧
に
行
い
、
沿
道
に
お

住
ま
い
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
一

件
一
件
、
着
実
に
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
対
応
に
、
現
場
一
同
、
幾
度
も

励
ま
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

現
場
代
理
人
と
し
て
、
安
全
管
理
・
品
質
管
理
・
工
程

管
理
を
最
優
先
に
、
地
域
住
民
の
皆
様
へ
の
配
慮
を
心
が

け
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰

を
励
み
と
し
、
今
後
も
よ
り
一
層
技
術
力
の
向
上
と
、
安

全
で
品
質
の
高
い
施
工
に
努
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

優
良
工
事
表
彰
の
受
賞
に
あ
た
り 

株
式
会
社
岩
浪
建
設 

 

現
場
代
理
人 

並
木 

俊
典 

 

西
建
協
若
手
経
営
者
の
会
で
は
、
本
年
５
月
総
会
に
て
改
選
が

行
わ
れ
、
令
和
八
年
度
よ
り
新
た
な
代
表
幹
事
と
し
て
、
協
会
員

有
限
会
社
北
将
建
設
、
木
下
智
之
氏
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
本
紙
面
に
て
就
任
の
ご
挨
拶
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

新
代
表
幹
事 

就
任
ご
挨
拶 

有
限
会
社 

北
将
建
設 

代
表
取
締
役
副
社
長 

木
下 

智
之 

 
 

 

 

令
和
８
年
５
月
の
西
多
摩
建
設
業
協
会
若
手
経
営
者
の
会
の
通

常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
新
代
表
幹
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、
有

限
会
社
北
将
建
設
の
木
下
智
之
と
申
し
ま
す
。 

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
会
員
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
２
年
と
い
う
任
期
を
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

私
た
ち
若
手
経
営
者
の
会
は
西
多
摩
地
域
の
建
設
業
者
の
経
営

者
ま
た
は
後
継
者
が
同
世
代
な
ら
で
は
の
経
営
面
で
の
悩
み
や
人

材
育
成
ま
た
は
技
術
面
で
の
悩
み
な
ど
個
々
が
抱
え
る
問
題
な
ど

を
共
有
し
あ
い
互
い
に
成
長
す
る
場
と
し
て
今
ま
で
存
続
し
て
き

ま
し
た
。
現
状
、
当
会
会
員
は
建
設
業
者
の
減
少
や
担
い
手
不
足

に
伴
い
若
手
そ
の
も
の
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
会
員
数
は
２
２
名

と
私
が
入
会
し
た
当
時
の
約
半
数
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
今
年
度

は
そ
こ
に
着
目
し
、
個
が
成
長
す
る
に
は
仲
間
が
必
要
。
と
い
う

こ
と
か
ら
会
員
の
普
及
活
動
を
進
め
、
次
世
代
に
も
繋
い
で
い
く

事
も
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。 

ま
た
最
近
で
は
、
中
東
情
勢
に
よ
り
石
油
由
来
の
物
価
高
騰
な

ど
建
設
業
界
に
と
っ
て
大
変
な
状
況
下
の
中
で
も
災
害
は
待
っ
た

な
し
で
す
。
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
や
地
震
に
よ
る
災
害
は
い
つ

起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
地
域
に
お
け
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

当
然
の
こ
と
引
き
続
き
、
各
自
治
体
を
は
じ
め
西
多
摩
地
域
の
災

害
時
の
緊
急
対
応
、
災
害
復
旧
を
最
前
線
で
支
え
ら
れ
る
よ
う

日
々
考
え
な
が
ら
地
域
へ
の
貢
献
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 昨

今
、
建
設
業
界
で
も
働
き
方
改
革
の
取
入
れ
や
担
い
手
不
足

に
よ
る
省
力
化
を
進
め
る
な
ど
業
界
全
体
も
日
々
変
化
を
求
め
ら

れ
る
中
で
、
私
た
ち
若
手
経
営
者
の
会
も
勉
強
、
成
長
を
止
め
ず
、

進
化
し
続
け
、
会
員
各
社
が
社
会
的
意
識
を
高
め
、
会
の
発
展
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

結
び
に
、
西
多
摩
地
域
の
発
展
貢
献
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

令
和
７
年
度
優
良
工
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
、
協

会
員
の
皆
様
よ
り
現
場
施
工
体
験
記
の
寄
稿
を
本
紙
面
に

て
掲
載
い
た
し
ま
す
。 
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◇ あ と が き ◇ 

今年も暑い日が続いております。 

夏の風物詩、高校野球も暑さに配慮した時間帯で試合開催を

しております。 

熱中症対策が義務化されているなか、様々な方法が各現場で

行われているとは、思いますが、安全第一で施工をすすめて 

無事故で夏を乗り切りましょう。 

                

広 報 委 員 会 

 

７ 月 事 業  

１６日 総務委員会 

１７日 災害対策安全委員会 

１７日 広報委員会 ３８４号編集 

２１日 理事会 

２４日 令和８年度第１回経営講習会 

２４日 事業委員会 

 

 

８ 月 事 業 計 画 

７日 災害対策安全委員会 

７日 事業委員会 

８日～１６日 建設会館夏季休館 

１９日 広報委員会 ３８５号編集 

 

こ
の
度
は
、
東
京
都
産
業
労
働
局
優
良
工
事
の

栄
誉
あ
る
表
彰
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
工
事
は
、
檜
原
村
人
里
地
内
に
お
け
る
林
道

工
事
な
り
ま
す
。
本
林
道
の
工
事
着
手
は
、
平
成

１
２
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
７
年
６
月
竣
工

と
２
５
年
に
わ
た
る
工
事
と
な
り
ま
し
た
。
本
林

道
全
線
開
設
は
、
都
内
で
２
０
年
ぶ
り
の
林
道
全

線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。 

本
林
道
の
地
内
は
、
伐
採
期
を
迎
え
た
森
林
資

源
が
多
く
、
今
後
の
木
材
生
産
量
の
増
加
が
大
き

く
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
檜
原
街
道
が

通
行
止
め
と
な
っ
た
際
の
緊
急
の
迂
回
路
と
し

て
の
役
割
も
想
定
さ
れ
お
り
、
開
通
後
も
引
き
続

き
、 

車
両
の
走
行
性
の
向
上
や
、
安
全
対
策
の
た
め
、

舗
装
や
法
面
工
事
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。 

 

山
間
部
林
道
の
工
事
で
は
、
厳
し
い
自
然
環
境

に
対
応
す
る
た
め
の
技
術
力
や
、
自
然
環
境
保
護

へ
の
対
策
等
、
平
地
と
の
工
事
と
は
ま
た
違
う
困

難
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
場
作
業
員
一
同
が
力
を

合
わ
せ
て
、
無
事
故
完
工
を
目
指
し
た
結
果
が
、

表
彰
と
い
う
形
と
な
り
大
変
光
栄
で
す
。 

今
後
も
引
き
続
き
自
然
環
境
に
対
応
し
た
、
安

全
管
理
・
品
質
管
理
・
工
程
管
理
を
行
い
、
さ
ら

な
る
技
術
力
の
向
上
を
目
指
し
、
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
し
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

～まだまだ、熱い夏が続いてます～ 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン

（職場における熱中症予防対策） 

 気温の高い夏季には、熱中症が多発しております。適切な対

策をとり熱中症予防に努めましょう。 

 

熱中症の予防については、第 14 次労働災害防止計画におい

て、下記のとおり目標が設定されています。 

アウトプット指標：熱中症災害防止のために暑さ指数を把握

し活用している事業場の割合を 2023 年と比較して 2027 年まで

に増加させる。 

※を第 13 次労働災害防止計画期間と比較して減少させる。詳

細は下記労働局サイトＵＲＬをご確認下さい 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116

133.html 
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良
工
事
表
彰
の
受
賞
に
あ
た
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株
式
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